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2019年春シーズンの「ふるさとウォッチングin安曇野」。数え
て28回目を迎える今回は、三郷野沢地区で4月14日に開催し
ます。安曇野市の最南端に位置する同地区は、西に河岸段丘
を持ち、背景の北アルプスと屋敷林、古民家の対比が美しい
田園集落の姿を見せてくれる、安曇野らしさ溢れる景観を見る
ことができます。
このエリアは、「安曇野ふるさと遺産」の第1号として認定され

、豊かに育まれた地域の歴史文化を次の世代に引き継ぐため
の活動を考え実践していこうとしています。まさに旬のエリアで
のガイドウォークとなりますので、皆様お誘い合わせの上ふる
ってご参加ください。（高）【別紙参照】

第27号

活動報告 信州花フェスタ～安曇野屋敷林ウォーク

元号が「令和」に代わり新しく希望の期待も高い時期に松本市を中心とした「信州花フェスタ
2019」が去る6月25日まで開催。国内外からの見学者は約70万人を超えて盛会のうちに終了い
たしました。国営アルプスあづみの公園もサブ会場として多様なエベントがあり、5月19日と6月9

日の両日に堀金穂高地区を拠点に開催された屋敷林を巡る「里地、里山ガイドウォーク」に、屋
敷林と歴史的まちなみプロジェクトも協力しました。

5月19日は穂高口集合で歴史のある「穂高牧地区」。屋敷林、道祖神巡りをしながら安曇平で信

仰の厚い満願寺まで、新緑と信仰の跡の残る参道、ツツジの満開の境内を参加者と共に歩きま
した。 6月9日は堀金口集合で扇状地の残る「堀金岩原地区」。田植え後の水田、水鏡に映る常

念岳を見ながら、扇町の大きな屋敷林の見学を行程の中に取り入れ、参加者にとっては初めて
の地域を、折々の案内を加えながらの散策となりました。

2日間共、国営公園で飼育している「天蚕：やまこ」の圃場と幼虫の生育状況、糸になるまでの

作業等の詳しい説明があり、参加者全員が感銘を受けたようでした。地元の景観、屋敷林の保
全、天蚕の飼育状況をそれを守る人の御苦労を感じることが出来とても有意義な2日間になった
と思います。

屋敷林と歴史的まちなみプロジェクトがNPO法人安曇野ふるさ

とづくり応援団と共催している「ふるさとウォッチング」。そのガイ
ド役の養成を目的とした「さとやま楽校～案内人の教室」が、今
年度も国営アルプスあづみの公園を会場に、9月から11月まで
計5回の連続講座として開講します。案内人活動に関心あるか

ただけでなく、屋敷林等の安曇野の魅力をまた違った視点で学
ぶ実践主体の楽しい講座です。受講者には、県元気づくり支援
金で作成した非売品のテキスト「安曇野の案内人を目指して」を
進呈しますので、是非ご参加ください。



ビューポイントあづみの～安曇野屋敷林ギャラリー

【屋敷林サポーター更新のお願い！】

安曇野の屋敷林の保全活用を目的に、2011年度に立ち上げた「屋敷林サポーター」。2018年度
の総会で規約を改正し、サポーターの会費は他の活動費と区分し、全額を将来的な創設を検討中
の基金準備金として積立てることになりました。
2018年度の「屋敷林サポーター」の会員期限は3月末となっています。2019年度の継続には年会

費2,000円が必要となりますので、別紙案内を確認の上、是非会員の継続をお願いします。
尚、7月末までに更新手続きがされない場合は、サポーター通信の発送を一旦停止させていただ

くことになりますので、早めの手続きにご協力をお願いします。

「ビューポイントあづみの」に投稿された、季節毎の安曇野の屋敷林を紹介する「安曇野屋敷
林ギャラリー」。今回は深緑が美しい初夏の屋敷林風景です。
「ビューポイントあづみの」は姉妹団体である安曇野百選プロジェクトが2012年12月に開設し、

投稿数約2200件、月間アクセスが約3000件を誇る安曇野の人気サイトです。是非、安曇野のお
気に入りの屋敷林風景の投稿をお願いします！
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風景投稿サイト「 ビューポイントあづみの」 http://viewpoint.nagapic.jp/
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